
令和７年度 学校評価実施報告書 

幼稚園名（西院 幼稚園） 

 

教育目標 

その子らしさを大切に たくましく生きる力の基礎を培う 

年度末の最終評価 

自

己

評

価 

教育目標の達成状況、次年度に向けた見直し 

教育目標「その子らしさを大切に、たくましく生きる力の基礎を培う」として、一人一人の違い

を個性や良さとして捉え、子どもとのかかわりを大切にしてかかわってきた。子どもを一律に捉

えるのではなく、思いきりのびのびと過ごす中で子どもの良さをしっかりと認め、友達に知ら

せ、子ども自身が達成感や満足感を味わってきたのではないかと思う。周りから認められ、自分

自身も満足した子どもは、自分で次に向かう力もあるので、引き続き丁寧なかかわりをしていき

たい。 

学

校

関

係

者

評

価 

学校関係者による意見・支援策 

幼稚園はプチ社会で大人社会を凝縮している。生きていくには、時には摩擦も擦り傷もあること 

を保護者にも理解してもらい、保護者と園とが手をつないで子どもを育ててほしい。 

アンケートの結果では、先生に対する評価はとても高く、保育に満足をさせていると思う。 

厳しい意見もあるが、他は肯定的な意見ばかりで、生活発表会での子どもの姿を見ていると、み 

んな生き生きとその子どもなりに一生懸命頑張っていた。 

子どもたちはいろいろな人と一緒に暮らす中で助け合い仲間として育っていく。 

学校関係者評価の評価日・評価者 

 評価日 評価者 

中間評価 令和 7年 11月 7日 学校運営協議会 

最終評価 令和８年３月９日 学校運営協議会 

（１）幼稚園教育（保育の改善・充実）について   

具体的な取組 

・子どもや保護者との信頼関係をしっかりと築き、親子共に安心安全に楽しく過ごせる幼稚園を目指

し取り組んでいく。 

・友達、先生、地域の方々、小学生中学生など様々な人とつながる喜びを味わえる環境を用意する。 

・子どもの行動や姿のみに捉われず、子どもの思いを丁寧に見取り、内面を理解してかかわり、一人

一人の思いに沿ったかかわりを大切にして保育を進める。 

・多方面から子どもの姿を捉え、記録したり、日々子どもの姿を教職員間で話し合ったり、保育を 

振り返ったりして保育の充実を図る。また、教育委員会や専門機関の先生から学んだことを活かし 

保育の質を高める。 

・教師も一緒に遊び、自ら遊びたくなったり表現したくなったりする環境や自然に触れたりいろいろ

な体験を通したりして学べる内容を考える。 

・子どもが安心して自分の素直な思いが出せたり、居心地が良いと感じられたりするクラスづくりを 

 目指す。 

・ＩＣＴを保育に取入れ、子どもが経験や学びを深めていく。 



（取組結果を検証する）各種指標 

・日々の保育や園内研究保育、記録やエピソードなどを通しての研究協議 

・週案の反省、評価、改善 保育環境の構成及び検証 

・アンケート項目「幼稚園に楽しんで通っている」「自分から遊びを見つけ、楽しんで遊んでいる」

「友達と遊ぶことが好きである」「自分の思いや考えを言葉で伝えている」「体を動かして遊ぶことが 

 好きである」「絵本やお話が好きである」「動植物を大切にしている」 

中間評価 

各種指標結果 

・子どもや保護者の言動や表情などから、思いを受け止め、教員で子どもの良さや可能性、課題等話

合い教師の援助や保育内容を考えきた。また、担任だけでなくチーム保育を心掛け、教員全員で環

境構成を行い実践してきた。 

・アンケート項目より 回答者（保護者 35 名 教職員 14 名 計 49 名）  

A よくあてはまる  B あてはまる AB 両方の％ 

「幼稚園に楽しんで通っている」（A34/49  B13/49 96％） 

「自分から遊びを見つけ、楽しんで遊んでいる」（A30/49  B16/49 94％） 

「友達と遊ぶことが好きである」（A31/49  B13/49  90％） 

「自分の思いや考えを言葉で伝えている」（A16/49  B22/49 78%） 

「体を動かして遊ぶことが好きである」（A34/49  B11/49 92%） 

「絵本やお話が好きである」（A27/49  B16/49  88%） 

「動植物を大切にしている」（A21/49  B20/49  84％） 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

「毎日楽しく通っています」「子どもにとって環境がよく、家でも幼稚園の様子をよく話して

きます「先生のことも友達のことも大好きで楽しんで通っています」「子どもを愛して、必要

な時に抱きしめてくださる先生たちの下で喜んで通っています」等の保護者の方からたくさん

ご意見をいただている。また、日々の登降園においても、保護者の方から子どもたちの様子を

聞かせていただき、園内で共有して子どもたちへのかかわりについて考えている。 

温かいお言葉をいただている反面、まだまだ不満足に感じられている方もおられるので、しっ

かりと保護者の方も思いも受け止め、保護者の方に安心して子どもを預けていただけるように

取り組んでいきたい。また、週案及び日々の記録やエピソードから保育を振り返ったり、教育

委員会の先生に来ていただき研究保育をして、教師のかかわりや環境構成について学んだりし

てきた。これからも、一人一人の子どもの姿を丁寧に読取り、日々、子どもの内面理解に努め、

子どもの発達や育ちを考え、子どもが楽しめる環境を整えていきたい 

分析を踏まえた取組の改善 

「子どもが安心して通える幼稚園である」「幼稚園に楽しんで通っている」「自分から遊びを見

つけ、楽しんで遊んでいる」など、昨年度評価がよかった項目も低くなっている。子どもが安

心して遊べたり、もっと遊びが楽しんだりできるように、保育内容を見直し子どもが興味や関

心をもって遊べるように改善していきたい。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

前期に準する。 



学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

自由記述はみさなん、幼稚園に対して好気的で幼くしてくれていると感謝されている。アンケー 

トの結果をみる限り、良いご意見もあれば、評価の低い項目「あてはまらない」という保護者の 

方の素直な声が聞けたのではないか。保護者はわが子を見てアンケートに答えるので、その出た 

意見を受け止め、保護者に寄り添い、今後もかかわりを深めてほしいと思う。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

・子どもや保護者の言動や表情などから、思いを受け止め、教員で子どもの良さや可能性、課題等話

合い教師の援助や保育内容を考えきた。また、担任だけでなくチーム保育を心掛け、教員全員で環

境構成を行い実践してきた。 

・アンケート項目より 回答者（保護者 36 名 教職員 16 名 計 52 名）  

A よくあてはまる  B あてはまる AB 両方の％ 

「幼稚園に楽しんで通っている」（A95/52  B17/52 100％） 

「自分から遊びを見つけ、楽しんで遊んでいる」（A30/52  B21/52 97.1％） 

「友達と遊ぶことが好きである」（A35/52  B14/52  94.2％） 

「自分の思いや考えを言葉で伝えている」（A25/52  B6/52 84.6%） 

「体を動かして遊ぶことが好きである」（A35/52  B16/52 98.1%） 

「絵本やお話が好きである」（A28/52  B19/52  88.1%） 

「動植物を大切にしている」（A25/52  B21/52  89.3％） 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

アンケート結果は、どの項目も前期より評価が上がっている。特に『幼稚園に楽しく通っている』

は 100％という高評価で、親子共に幼稚園で楽しんでいると思ってくださっていることは嬉しい。 

ただ、「自分の思いや考えを言葉で伝えている」は評価が低く、また「絵本やお話が好きである」

「動植物を大切にしている」も 80％なので、保育で何ができるかを考えて次年度保育を行ってい

きたい。 

分析を踏まえた取組の改善  

より幼稚園が楽しめるように子どもの興味関心がもてる保育環境を整え、環境の美化にも努めて

いきたい。 

絵本においては、子どもが好きなものや興味関心をもてる絵本を用意し、身近な小動物を飼った

り植物を増やしたりして、動植物に関心がもてる幼稚園を目指す。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

子どもが楽しんで幼稚園に通っている姿は、日ごろからよく目にしている。幼稚園での行事もた

くさんあり、心が豊かになる活動もたくさん行っているからだろう。 

これからも、そのような豊富な建研ができる幼稚園でいてほしい。 

 

 

（２）幼保小の架け橋プログラムの推進に関して 

具体的な取組 

・保幼小互いの授業や保育を参観し研究協議をしたり、教員同士の研修を行ったりして、幼小接続に

向けて保育の充実を図る。 



・保幼小の交流や教員同士の研修の内容を保護者や地域の方に伝え、安心して小学校へ就学できるよ

うにする。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・小学校や地域の保育所幼稚園との研究協議の結果 

・小学校や地域の保育所幼稚園の地域の保育所幼稚園の教員の方からの保育参観後のアンケート 

・アンケート項目「幼稚園・小学校・保育所との連携ができている」 

・保幼小交流時の子どもの様子 

中間評価 

各種指標結果 

・年度初めから西院地域の小学校保育所幼稚園と年間計画について話し合い、小学校全幼稚園保育園 

の教員の参観を行ったことは、昨年度より進んだ取り組みになった。 

・アンケート項目「幼稚園・小学校の連携ができている」（A28/49  B13/49  84%） 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

幼保小架け橋プログラムとして、年度当初に年間計画を立て、フェーズについても話し合い、今

の現状を考え、見直しをした。今年度、初めて全幼稚園と全保育園の保育参観を実施し、他園を

知ることができた。 

今後、生活科の授業等に参加させていただき、園児と児童の交流を行い、全保育参観を行った後 

幼児教育について研究協議を行っていきたい。 

分析を踏まえた取組の改善 

架け橋プログラムの取り組みは、なかなか保護者の方には伝わっていない。今後、取り組みをし

ったり発信し、架け橋プログラムでの成果を保育に活かしていく。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

前期に準ずる 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

前期よりアンケート結果の評価は高くなっている。 

・アンケート項目「幼稚園・小学校の連携ができている」（A28/52  B21/52 94.2%） 

 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

西院地域の小学校保育所幼稚園と年間計画について話し合い、小学校全幼稚園保育園の教員の参 

観後研究協議をもてたことは大きな成果である。 

次年度は、もっと進んだ取り組みを行い、教員同士が学び合える環境にしていきたい。 

また、架け橋プログラムの取り組みを保護者にもっと理解してもられるようにしていく必要があ 

る。 

 



分析を踏まえた取組の改善 

架け橋プログラムでの取り組みをわかりやすくした計画や活動を保護者に知らせていく。 

もっと多くの人に知ってもらうもらうように、回覧板や HP で周知する。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

西院という地域性を生かして、小学校と近隣の保育園幼稚園と共に、子どもたちのために教育を 

行ってほしい。小学校ではもっと大きな社会になり、今まで以上にいろいろな子どもが増えた多 

様な子どもが多くなる。幼稚園が社会の縮図として人を助け合える仲間として育っていける子ど 

もになるように、就学までに行ってほしい。 

 

（３）預かり保育に関して 

具体的な取組 

・担任、預かり保育担当者、保健職員の連携を密にして、子どもの心身の負担に配慮しながら保育を

考え、共通理解し、同じ方針で取り組む。 

・家庭との緊密な連携を図り、情報交換しながら、家庭の負担も少なくし、子どもを共に育てるとい

う思いで取り組む。 

・地域の方などの外部講師を招き、いろいろな催しを行い、子どもの経験が豊かになるようにする。 

・早朝預かり保育や１８時まで預かり保育を行い、働く保護者支援を十分に行う。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・預かり保育の記録内容 参加人数 

・アンケート項目「子どもは預かり保育に喜んで参加している」「預かり保育の様子がよくわかり安

心できる」 

 

中間評価 

各種指標結果 

・預かりを参加している子どもの様子や言動から、子どもの姿を探る。 

 預かり保育参加者の参加数 

・アンケート項目 

「子どもは預かり保育に喜んで参加している」（A29/49   B11/49 82%  ） 

「預かり保育の様子がよくわかり安心できる」（A25/49  B21/49   94%  ） 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

早朝預かりや１８時まで預かり保育を利用する家庭が増えてきている。また、見種園児 3歳児の 

預かり保育利用者も固定している。 

一人一人が安心して参加できるように担任と預かり保育担当者が連携を取りながら、子どもの心 

や体調を考え参加できるように努めている。預かり保育を楽しみにしている子どもも多く、異年 

齢の関わりも十分にできている。 

いろいろな経験を大切にしたいと思い外部講師の方に園に来ていただきサッカー教室や絵本 

の読み聞かせ、英語で遊ぼう、つくって遊ぼうなどイベントを行っている。イベントのある時は 

参加者も増え楽しんでいる。 

分析を踏まえた取組の改善 

預かり保育に楽しんで参加する子どもが多く、教育時間内の子ども同士のかかわりにも変化があ 

り、友達関係が広がっている。早朝や 16時以降預り保育を利用する子どももかなり増え、安定 



し、落ち着いて過ごしている。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

前期に準する。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

預かり保育参加者の参加数 

・アンケート項目 

「子どもは預かり保育に喜んで参加している」（A30/52   B17/52 90.4%  ） 

「預かり保育の様子がよくわかり安心できる」（A27/52  B23/52  96.1%  ） 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

「子どもは預かり保育に喜んで参加している」「預かり保育の様子がよくわかり安心できる」と

もに、前期より高評価を得ている。預かり保育参加する園児の人数も多く、参加している時間も

伸びている。3 歳児の預かり保育参加者も増えてきた。子どもたちにとっても保護者にとっても

安心して預けてもらっている。 

分析を踏まえた取組の改善 

預かり保育に安心して参加できる保護者の方を増やし、子どもが楽しい、もっと参加したいと思

える環境を用意していきたい。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

共働きをする家庭がとても多くなってきた。また、だんだんと出生率が低下してきて保育園に預

けやすくなってきた。 

幼稚園としては、預かり保育を行っていて、保護者は心強いと思う。 

 

（４）子育ての支援に関して 

具体的な取組 

・子どもの安全な遊びの場を提供し、保護者が相談しやすい雰囲気つくりに努め、子育てを楽し

み、子どもの成長を喜び合える保護者同士の場となるようにする。（教職員からの挨拶や声かけ） 

・保護者や子育て支援教育相談に来られる保護者から相談しやすい雰囲気をつくり、話をしっかり

と聞き、相談には丁寧に答えていく。 

・幼稚園の内容を知っていただくために、ホームページや手紙などで発信する。 

・子育て学級「ぼちぼちいこか」を開催し、保護者の方同士が気軽に話せたり、時には専門の先生

の話を聞いたりする場を設ける。 

・マイ幼稚園として登録していただき、一緒に子育てを楽しめるようにする。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・子育て支援教育相談の参加人数、相談件数 



・園児の増加人数 

・教職員の意識調査アンケート「未就園児の親子の顔と名前が一致している」「未就園児の親子に

必ず挨拶をしている」 

中間評価 

各種指標結果 

・未就園児クラスの毎週の参加数 

・継続した参加者の増加 

・未就園児保護者との日々の会話 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

３歳児いちご組の子どもについても一人一人の姿等について話合い、共通理解をし保育を行っ

ている。ぷちいちご組とひよこ組については、毎週参加してくださる方についてはだいたい把

握している。 

9月から南園舎の 1階をひよこ組ぷちいちご組の保育室にしたことで、乳児さんについて落ち着 

いて過ぎしてもらうことができた。保育室も落ち着いて過ごせる環境になったので、今後、未就 

園児の参加が増えるように取り組んでいきたい。 

分析を踏まえた取組の改善 

未就園児クラスの保育の充実を図り、安心して親子共に参加できるようにしていく。西院幼稚園

の未就園児クラスを多くの方に知っていただき利用者の増加につなげていきたい。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

前期に準する。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

・未就園児クラスの毎週の参加数 

・継続した参加者の増加 

・未就園児保護者との日々の会話 

 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

０～３歳児、特に 1歳児の参加は多くなってきている。しかし、２歳児の参加は増えるが減るこ

ともある。満３歳児になった時点や入園を考えたら、早くから預けられる園を選ばれる方がある。 

次年度、もっと安心して通っていだだけるように、保育環境を整え、子育てを共に楽しめるよう

にしていきたい。 

分析を踏まえた取組の改善 

２歳児クラスの保育の充実、内容を検討し、安全に小さな子どもが楽しめる遊具や環境を用意す

る。 



学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

未就園児の保育室が新しくなり、遊びやすくなった。時間に追われることなく、最後までゆった

りと過ごすことができるようになったことはよかった。 

この地域には、まだまだどこの就学前施設に通っていない子どももいるので、そのような子ども

が来てくれるといい。 

 

（５）地域とのかかわり（社会に開かれた教育課程）に関して 

具体的な取組 

・月一回の公園清掃を通し、公共の施設を大切に使う意識をもつ。 

・地域の方とのつながりを大切にし、地域で大切にされているという思いが感じられるようにす

る。 

・学校運営協議会の方による幼稚園教育の参画の充実を図る。 

・企画委員会による絵本室の壁面づくりや絵本の修理、その他行事を共に行い一緒に活動していた

だく。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・園の行事にできる範囲で地域の方に参加してもらい、ご意見をいただく。 

・学校運営協議会企画推進委員会による園行事の参画結果 

・参加された方の意識調査等 

中間評価 

各種指標結果 

・月 1回の地域の方との合同の公園清掃 

・地域の方の園行事での参加率 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

地域の方とのかかわりがかなり増えた。公園清掃を共に行ったり、交通教室を手伝ってくださっ 

たりしている。 

学校運営協議会の方や企画推進委員、ボランティアの方にお世話になり、月に一度、絵本室の掲 

示示物を季節ごとに変えていただいたり、絵本の修理をしていただいたりしている。 

分析を踏まえた取組の改善 

公園これからも、地域の方に園に来ていただく機会を増やし、地域の中にある西院幼稚園を目指

していきたい。清掃や絵本整理はかなり定着してきた。また回数を重ねる度に、親しみを感じ仲

よくなれた。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

前期に準する。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

幼稚園のことやちょっとしたわからないこと、子ども同士のことなど、今までは上の兄弟がおら 

れる先輩の保護者に聞く雰囲気があったが、最近はなかなかそのような場がない。絵本ボランテ 

ィアの活動で、いろいろな保護者が集まって活動をしながら仲良くなることは嬉しい。 

最終評価 



（中間評価時に設定した）各種指標結果 

・月 1回の地域の方との合同の公園清掃 

・地域の方の園行事での参加率 

 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

今年もたくさん地域の方と触れ合える機会をもつことができた。年々、確実に親しむことができ 

てきた。今後、もっと地域の方と触れ合える場を考え、地域の幼稚園として取り組んでいきたい。 

分析を踏まえた取組の改善 

南園舎の使い方を考え、有効的に利用する。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

子どもと地域の方が触れ合える場として、共にいろいろなことを考える手助けはしていく。 

持続可能な取り組みでなければいけない。 

 

（６）教職員の働き方改革について 

重点目標 

働きがいのある職場づくりを目指す。 

具体的な取組 

・教職員が進んで積極的に働き、自分の業務をきちんと行ったりする。 

・仕事の効率化を図り、勤務時間内で仕事を終えるようにする。 

・校務支援員の任用や、仕事を分担したり、声を掛け合い協力して仕事をする。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・教職員の勤務状況や時間、年休取得。ストレスチェックの結果。 

・職場の支援等 

 

中間評価 

各種指標結果 

・年次休暇の取得率 

・教職員の働きがい 

・地域からのご意見 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・今年度多数の非常勤講師や校務支援員や育成支援員の配属により、一人当たりの業務の軽減に 

つながっている。 

・保護者の方に協力いただき、年休取得促進日を設けることができ、年次休暇の取得につながっ

いる。 

分析を踏まえた取組の改善 

保護者の方や地域の方のご理解をいただきながら、教職員みんなで協力し、助け合いながら業務

を進めていく。勤務時間内に業務終了できるように、時間配分を考えて業務に取り組む。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

前期に準する。 



学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

・年次休暇の取得率 

・教職員の働きがい 

・地域からのご意見 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

・年次休暇の取得は増加。保育時間においては教員の数が増え、少し軽減がされたが、その後の 

業務についてはなかなか軽減につながるようなことは少なく、教職員によっては偏りがかなりで 

てきた。 

分析を踏まえた取組の改善 

業務内容の見直しを図り、全ての教職員の負担軽減にする。 

また、働きがいのある職場を目指す。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

先生たちはいつも明るく笑顔で子どもに接してくれている。 

他園は、もっと評価が厳しかったり、要望を強く園に言って来られる方もいたりするので、ここ

の園の先生はいいと思う。 

 

 


